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260名が大人として出発�

　泉川の池田雅俊さんと上風連の安部由佳里さんが新成人を代表して「自�
覚を持ち責任ある行動をとります。交通安全を守ります」と誓いの言葉を�
述べ、成人としての自覚を深めました。�
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牛
海
綿
状
脳
症

（
Ｂ
Ｓ
Ｅ
）と
は
？

牛
海
綿
状
脳
症
（
Ｂ
Ｓ
Ｅ
）
は
一
九

八
六
年
に
英
国
で
初
め
て
報
告
さ
れ
た

牛
の
病
気
で
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
に
か
か
っ
た
牛

の
脳
細
胞
は
空
胞
化
し
、
脳
の
組
織
が

海
綿
状
（
ス
ポ
ン
ジ
状
）
と
な
る
こ
と

か
ら
牛
海
綿
状
脳
症
と
名
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

二
〜
八
年
（
通
常
二
〜
五
年
）
の
潜

伏
期
間
の
後
、
行
動
異
常
、
運
動
失
調

な
ど
の
神
経
症
状
を
示
し
、
発
病
後
二

週
間
か
ら
六
ヶ
月
の
経
過
を
経
て
死
に

至
り
ま
す
。

原
因
や
感
染
は
？

原
因
は
、
ウ
イ
ル
ス
よ
り
小
さ
な
感

染
因
子
で
あ
る
正
常
プ
リ
オ
ン
蛋
白
質

が
異
常
化
し
た
、
異
常
プ
リ
オ
ン
蛋
白

質
で
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
に
感
染
し
た
牛
の
脳
、

脊
髄
、
リ
ン
パ
組
織
等
を
含
む
飼
料
に

よ
り
経
口
感
染
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。現

段
階
で
は
そ
の
原
因
は
特
定
さ
れ

て
は
い
ま
せ
ん
が
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
は
感
染
し

て
い
る
牛
へ
の
接
触
等
に
よ
っ
て
広
が

る
わ
け
で
な
く
、
主
と
し
て
感
染
し
た

牛
等
の
反
す
う
動
物
（
牛
・
羊
な
ど
一

度
飲
み
込
ん
だ
食
物
を
ま
た
口
に
出
し

て
噛
む
動
物
）
由
来
の
肉
骨
粉
等
を
牛

に
給
与
す
る
こ
と
に
よ
り
感
染
す
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
輸
入
さ
れ
た
飼
料

及
び
そ
の
原
料
の
中
に
汚
染
さ
れ
た
肉

骨
粉
が
混
入
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高

い
と
い
え
ま
す
。

食
肉
の
安
全
性
の
確
認
は

ど
の
よ
う
に
し
て
い
ま
す
か
？

現
在
市
販
さ
れ
て
い
る
牛
肉
は
、
三

段
階
で
安
全
性
が
確
保
さ
れ
て
い
ま

す
。ま

ず
最
初
は
、
生
き
て
い
る
う
ち
の

生
態
検
査
で
す
。
こ
の
段
階
で
運
動
障

害
な
ど
が
見
受
け
ら
れ
る
場
合
は
食
肉

用
と
な
る
と
畜
に
ま
わ
さ
れ
ま
せ
ん
。

次
に
、
と
畜
牛
全
頭
に
お
け
る
二
段

階
の
脳
組
織
検
査
で
す
。
と
畜
し
た
牛

の
脳
組
織
を
ま
ず
全
国
の
保
健
所
で
実

施
で
き
る
エ
ラ
イ
ザ
法
に
よ
り
検
査

し
、
こ
こ
で
陽
性
反
応
が
出
た
場
合
、

よ
り
精
密
な
検
査
方
法
で
あ
る
ウ
エ
ス

タ
ン
ブ
ロ
ッ
ト
法
に
よ
り
再
検
査
を
し

ま
す
。

こ
の
検
査
に
合
格
し
た
も
の
で
な
け

れ
ば
市
場
に
は
出
し
ま
せ
ん
。

最
後
は
、
異
常
プ
リ
オ
ン
の
蓄
積
が

お
こ
る
と
さ
れ
て
い
る
特
定
危
険
部
位

（
脳
、
脊
髄
、
眼
、
回
腸
遠
位
部
）
を
、

全
て
取
り
除
き
焼
却
処
分
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
現
在
は
三
段
構
え

で
食
肉
の
安
全
性
が
確
保
さ
れ
て
い
ま

す
。こ

れ
は
世
界
的
に
も
徹
底
し
た
厳
し

い
体
制
と
い
え
ま
す
。
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な
ぜ
安
全
性
が
確
保
さ
れ
た
の
に

感
染
牛
が
出
る
の
で
す
か
？

感
染
ル
ー
ト
と
考
え
ら
れ
て
い
る
肉

骨
粉
の
使
用
は
平
成
十
三
年
十
月
一
日

か
ら
禁
止
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ

以
前
に
飼
養
さ
れ
た
牛
は
肉
骨
粉
が
混

入
し
て
い
る
飼
料
を
給
与
し
て
い
た
か

も
知
れ
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
ら
の
牛
が

い
な
く
な
る
ま
で
は
、
感
染
牛
が
発
見

さ
れ
る
こ
と
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
牛
は
と
畜
時
検

査
で
発
見
さ
れ
ま
す
の
で
そ
の
肉
が
市

場
に
出
回
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
の
主
な
感
染
源
と
さ

れ
て
い
る
肉
骨
粉
に
つ
い
て
は
、
当
分

の
間
す
べ
て
の
国
か
ら
の
輸
入
、
及
び

国
内
に
お
け
る
製
造
、
出
荷
を
一
時
停

止
し
て
お
り
（
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
用
及
び

肥
料
の
一
部
に
つ
い
て
は
、
家
庭
用
飼

料
へ
の
誤
用
流
用
防
止
等
の
措
置
が
確

実
に
講
じ
ら
れ
る
場
合
に
限
り
一
部
解

除
）、
こ
れ
に
よ
り
Ｂ
Ｓ
Ｅ
の
感
染
経

路
が
遮
断
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
肉
骨
粉
は
、
人
へ
の
Ｂ
Ｓ
Ｅ

感
染
の
危
険
性
が
あ
る
か
ら
焼
却
す
る

の
で
は
な
く
、
牛
の
飼
料
と
し
て
利
用

さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
焼
却
さ
れ

て
い
ま
す
。

感
染
牛
が
出
た
酪
農
家
は

ど
う
な
る
の
か
？

感
染
が
確
認
さ
れ
た
牛
は
患
畜
と
し

て
殺
処
分
の
後
、
焼
却
処
分
さ
れ
る
の

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
同
居
し
て
い
た

り
同
じ
飼
料
を
食
べ
て
い
た
牛
た
ち
も

Ｏ
Ｉ
Ｅ
（
国
際
獣
疫
事
務
局
）
の
基
準

に
従
い
、
疑
似
患
畜
に
指
定
さ
れ
殺
処

分
の
後
、
焼
却
処
分
さ
れ
ま
す
。

従
っ
て
、
患
畜
牛
が
出
た
酪
農
家
は

飼
養
し
て
い
た
牛
の
ほ
と
ん
ど
を
失
う

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
国
か
ら
八
割
の

補
償
が
さ
れ
る
と
と
も
に
、
残
り
二
割

に
つ
い
て
も
地
元
自
治
体
や
農
業
団
体

が
補
助
す
る
制
度
を
検
討
し
て
い
ま

す
。不

幸
に
も
患
畜
牛
が
出
た
酪
農
家
に

つ
い
て
は
、
一
日
も
早
く
経
営
が
再
開

で
き
る
よ
う
自
治
体
や
、
農
業
団
体
が

対
策
本
部
を
組
織
し
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

別
海
町
が
行
っ
て
い
る

酪
農
家
支
援
対
策

国
内
で
飼
育
さ
れ
て
い
る
牛
が
Ｂ
Ｓ

Ｅ
の
患
畜
と
確
認
さ
れ
て
以
来
、
と
畜

場
の
出
荷
繰
り
延
べ
、
子
牛
価
格
の
下

落
、
牛
肉
の
消
費
停
滞
等
の
問
題
が
発

生
し
、
管
内
の
基
幹
産
業
で
あ
る
酪
農

畜
産
に
大
き
な
影
響
と
、
今
後
の
経
営

に
多
大
な
不
安
を
与
え
て
い
る
た
め
、

町
で
は
、
経
済
的
影
響
を
受
け
た
酪
農

経
営
体
に
対
し
て
農
家
負
担
の
軽
減
を

図
り
、
牛
肉
の
消
費
や
牛
の
個
体
価
格

の
回
復
を
図
っ
て
い
く
た
め
、
次
の
対

策
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

①
利
子
補
給
対
策
、
②
飼
料
対
策
、
③

出
荷
繰
り
延
べ
対
策
、
④
肉
骨
粉
給
与

歴
の
あ
る
牛
の
消
流
対
策
、
⑤
牛
肉
の

消
費
拡
大
対
策

こ
れ
ら
の
対
策
が
効
果
的
に
実
施
で

き
る
よ
う
に
、
町
内
農
協
及
び
関
係
機

関
と
協
議
を
し
な
が
ら
進
め
て
お
り
ま

す
。ま

た
、
良
質
で
安
全
な
畜
産
物
を
消

費
者
へ
届
け
る
た
め
、
問
題
が
起
き
た

と
き
的
確
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
農

協
等
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
牛
の
生
産

情
報
を
追
跡
で
き
る
仕
組
み
作
り
と
し

て
、「
全
戸
飼
養
農
家
の
リ
ス
ト
（
農

家
マ
ス
タ
ー
）」
作
成
の
た
め
の
調
査
、

及
び
「
耳
標
の
個
体
識
別
装
着
」
を
町

内
各
酪
農
家
に
お
い
て
行
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
担
当
者
が
伺
っ
た
と
き
は
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

牛海綿状脳症（BSE）の疑いのない安全な畜産物の供給体制の構築�
肉骨粉�

肉骨粉�

輸入の一時停止�

製造・出荷の�
一時停止�

�監視・検査の強化�

家畜保健衛生所�

農林水産省�

食肉衛生検査所�

厚生労働省�

検査�

農場�

連携�

連携�

BSE陽性牛は�
すべて焼却�

と畜場段階�

¡すべての牛の検査�
¡脳・脊髄・眼・回腸遠位部�
　の焼却�

検査�
安全な�
肉骨粉�

焼却�

安全な牛肉�

感染経路の遮断�

牛海綿状脳症�

問い合わせ

¡別海町役場産業振興部農政課酪農畜産担当
1５｜2111（内線1415）ＦＡＸ５｜2497

¡根室家畜保健衛生所
1５｜2439 ＦＡＸ５｜2737

※異常な牛を発見したときは、すみやかに獣医師や
家畜保健衛生所に連絡し、指示に従って下さい。
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NEWSまちのできごと�まちのできごと�

2

十
二
月
二
十
三
日
、
町
民
体
育

館
で
「
第
十
八
回
町
長
杯
争
奪
卓

球
大
会
・
第
三
十
一
回
町
民
卓
球

大
会
」
が
、
選
手
百
三
十
五
人
が

参
加
し
行
わ
れ
ま
し
た
。
上
位
入

賞
者
は
次
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

《
小
学
生
低
学
年
シ
ン
グ
ル
ス
》

◇
男
子
▼
優
勝
　
若
木
志
郎
▼
準

優
勝
　
木
原
直
紀
▼
三
位
　
小
山

瑛
▼
四
位
　
大
久
保
航
平
◇
女
子

▼
優
勝
　
新
濱
理
奈
▼
準
優
勝

小
出
未
来
▼
三
位
　
間
端
美
咲
▼

四
位
　
佐
藤
端
奈

《
小
学
生
高
学
年
シ
ン
グ
ル
ス
》

◇
男
子
▼
優
勝
　
山
口
大
志
▼
準

優
勝
　
小
杉
青
空
▼
三
位
　
上
林

泰
聡
▼
四
位
　
坂
下
貴
宏
◇
女
子

▼
優
勝
　
大
森
麻
莉
奈
▼
準
優
勝

新
濱
未
矩
▼
三
位
　
武
井
は
ず
き

▼
四
位
　
干
場
真
弥

《
中
学
生
シ
ン
グ
ル
ス
》
◇
男
子

▼
優
勝
　
井
澤
秀
明
▼
準
優
勝

兼
松
貴
司
▼
三
位
　
鈴
木
竜
司
▼

四
位
　
北
浦
翔
◇
女
子
▼
優
勝

今
井
真
愛
▼
準
優
勝
　
青
野
亜
美

▼
三
位
　
佐
藤
友
美
▼
四
位
　
武

藤
し
お
り

《
一
般
シ
ン
グ
ル
ス
》
◇
男
子
▼

優
勝
　
前
川
保
夫
▼
準
優
勝
　
宗

形
翼
▼
三
位
　
小
西
祐
司
◇
女
子

▼
優
勝
　
田
形
好
美
▼
準
優
勝

水
野
香

《
一
般
ダ
ブ
ル
ス
》
◇
男
子
▼
優

勝
　
小
西
祐
司
・
前
川
保
夫
▼
準

優
勝
　
前
田
和
彦
・
佐
々
木
克
典

▼
三
位
　
菅
田
宣
久
・
大
畠
久
夫

◇
女
子
▼
優
勝
　
田
形
好
美
・
水

野
香
▼
準
優
勝
　
干
場
は
る
か
・

大
橋
美
希
▼
三
位
　
今
井
真
愛
・

干
場
理
沙

一
月
七
日
、
中
央
公
民
館
で
平

成
十
四
年
別
海
町
成
人
式
が
厳
粛

に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
男
性
百
三
十
八
名
、
女

性
百
二
十
二
名
、
合
計
二
百
六
十

名
が
成
人
と
な
り
、
会
場
に
は
百

九
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
平
賀
教
育
委
員
長

が
「
広
い
心
と
創
造
力
を
持
っ
て

ほ
し
い
」
と
式
辞
を
述
べ
、
佐
野

町
長
は
「
勇
気
と
自
信
を
失
わ
な

い
で
、
命
を
大
事
に
し
、
や
さ
し

い
心
を
持
っ
て
ほ
し
い
」
と
新
成

人
に
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
こ
の

後
、
泉
川
の
池
田
雅
俊
さ
ん
と
上

風
連
の
安
部
由
佳
里
さ
ん
が
新
成

人
を
代
表
し
て
「
自
覚
を
持
ち
責

任
あ
る
行
動
を
と
り
ま
す
」
と
誓

い
の
言
葉
を
述
べ
、
成
人
と
し
て

の
自
覚
を
深
め
ま
し
た
。

式
典
の
後
、
別
海
高
校
空
手
道

部
と
大
地
人
（
太
鼓
）
に
よ
る
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

空
手
で
は
木
の
板
を
割
る
試
割
を

新
成
人
で
同
校
空
手
道
部
О
Ｇ
の

水
沼
ま
ゆ
み
さ
ん
（
奥
行
）
が
行

う
一
面
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
一
月
十
六
日
に
は
、
柏
の

実
学
園
で
も
成
人
式
が
新
春
パ
ー

テ
ィ
ー
と
一
緒
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
学
園
で
は
一
番
若
い
三
人
が
成

人
の
仲
間
入
り
。
新
成
人
は
「
ど

う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

成 人 式

第18回町長杯争奪卓球大会
第31回町民卓球大会
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決
意
も
新
た
に
出
初
式

新
春
恒
例
の
消
防
出
初
式
が
一

月
五
日
、
交
流
館
ぷ
ら
と
前
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

石
戸
谷
団
長
の
指
揮
の
も
と
に

町
内
の
七
分
団
と
女
性
消
防
団
が

整
列
。
団
長
や
町
長
ら
に
よ
る
通

常
点
検
や
手
際
良
い
作
業
で
の
消

防
車
の
点
検
を
行
い
ま
し
た
。
こ

の
あ
と
、
団
員
は
各
分
団
に
整
列

し
て
、
中
央
公
民
館
ま
で
分
列
行

進
。火

事
も
事
故
も
な
い
明
る
く
安

全
な
町
に
し
よ
う
と
決
意
を
新
た

に
し
ま
し
た
。

町
内
在
住
で
九
十
歳
を
迎
え
る

方
を
祝
う
「
別
海
町
長
寿
賞
」
を

次
の
方
々
が
受
賞
し
、
記
念
品
を

添
え
て
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

松
本
正
清
さ
ん

上
風
連
１
７
５

明
治
四
十
四
年
十
二
月
二
十
七
日
生

武
井
と
め
さ
ん

尾
岱
沼
岬
町
２
０

明
治
四
十
五
年
一
月
十
六
日
生

別海ラジオ体操会

別海ラジオ体操会（田保秀治会長）は12月10日、各賞
受賞の紹介と上期記録達成者の表彰式を行いました。
同会は体力向上と健康保持のため、昭和60年５月５日

から毎日行われております。
平成13年度は、明るい地域づくりに貢献しているとい

うことでスミセイ健康財団賞に同会が選ばれました。ま
た、ラジオ体操釧根地区表彰を川畑和子さんが受賞し、
通算記録5,000日表彰に田保和枝さん、川畑和子さん、4,000
日表彰に山下ハナさん、坂本静子さん、深川悦子さん、
佐々木愛子さん、3,000日に臼杵萬さん、2,000日に森チエ
子さん、1,000日に佐々木タケ子さんに田保会長から表彰
状が贈られました。
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一
月
八
日
か
ら
釧
路
市
柳
町
ス

ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
場
で
開
か
れ
た

北
海
道
中
学
ス
ケ
ー
ト
・
ア
イ
ス

ホ
ッ
ケ
ー
大
会
に
別
海
町
か
ら
二

十
八
人
が
出
場
し
、
八
人
が
入
賞

し
、
四
人
が
優
勝
し
ま
し
た
。

二
月
三
日
か
ら
山
梨
県
富
士
急

ハ
イ
ラ
ン
ド
セ
イ
コ
オ
ー
バ
ル
で

開
催
さ
れ
る
全
国
中
学
校
ス
ケ
ー

ト
大
会
に
は
次
の
十
五
人
の
選
手

が
出
場
し
ま
す
。

下
地
研
（
別
海
中
央
中
学
校
二
年
）、

中
山
裕
大
（
同
）、
福
岡
裕
也
（
同
）、

川
崎
み
な
み（
同
三
年
）、
宮
越
奈

帆
（
同
）、
猫
塚
麻
衣
（
同
二
年
）、

上
田
志
樹
（
中
西
別
中
学
校
三
年
）、

上
條
裕
太
（
上
西
春
別
中
学
校
二

年
）、
郷
亜
里
砂
（
同
）、
沼
崎
高

行（
西
春
別
中
学
校
二
年
）、
大
久

保
奉
弘（
野
付
中
学
校
三
年
）、
大

内
龍
也（
同
二
年
）、新
濱
浩
太（
同
）、

高
橋
亨（
同
一
年
）、相
澤
知
里（
同
）

一
月
二
十
日
に
は
、
北
海
道
中

学
ス
ケ
ー
ト
・
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー

大
会
の
報
告
会
と
全
国
中
学
校
ス

ケ
ー
ト
大
会
壮
行
会
が
役
場
会
議

室
で
開
か
れ
ま
し
た
。

報
告
会
で
町
ス
ケ
ー
ト
協
会
丹

羽
忠
文
会
長
は
「
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
、
友
達
を
つ
く
り
大
人

に
な
っ
て
社
会
に
貢
献
し
て
ほ
し

い
」
と
述
べ
、
選
手
を
代
表
し
て

上
西
春
別
中
学
校
の
高
橋
欣
也
さ

ん
は
「
今
回
の
活
躍
を
自
信
に
し
、

こ
れ
か
ら
の
生
活
に
生
か
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
報
告
し

ま
し
た
。

全
国
大
会
の
壮
行
会
で
は
選
手

を
代
表
し
て
中
西
別
中
学
校
の
上

田
志
樹
さ
ん
が
「
別
海
町
の
名
が

富
士
山
ま
で
と
ど
く
よ
う
が
ん
ば

っ
て
き
ま
す
」
と
全
国
大
会
へ
の

抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

一
位
の
み
掲
載
、（
新
）
は
大
会
新
。

〔
オ
ー
プ
ン
〕◆
百
メ
ー
ト
ル
▽
染

谷
華
香

〔
男
子
〕◆
五
百
メ
ー
ト
ル
▽
小
一

Ａ
／
竹
崎
堅
太
▽
小
二
Ａ
／
方
波

見
将
士
▽
小
二
Ｂ
／
伊
井
洋
貴

（
新
）▽
小
三
Ａ
／
板
倉
孝
祥（
新
）

▽
小
三
Ｂ
／
荒
楓
真
▽
小
四
Ａ
／

山
口
一
斗
（
新
）
▽
小
四
Ｂ
／
井

沢
秀
斗
▽
小
五
Ａ
／
大
内
巧
麻
▽

小
六
Ａ
／
河
田
亮
▽
小
六
Ｂ
／
藤

田
康
仁
（
新
）
▽
中
学
／
上
田
志

樹
（
新
）
◆
千
メ
ー
ト
ル
▽
小
一

Ａ
／
竹
崎
堅
太
（
新
）
▽
小
二
Ａ

／
方
波
見
将
士
（
新
）
▽
小
三
Ａ

／
板
倉
孝
祥
（
新
）
▽
小
三
Ｂ
／

荒
楓
真
▽
小
四
Ａ
／
山
口
一
斗

（
新
）▽
小
四
Ｂ
／
井
沢
秀
斗
▽
小

五
Ａ
／
大
内
巧
麻
（
新
）
▽
小
六

Ａ
／
工
藤
卓
也
◆
千
五
百
メ
ー
ト

ル
▽
中
学
／
沼
崎
高
行
（
新
）
◆

五
千
メ
ー
ト
ル
▽
中
学
／
下
地
研

（
新
）◆
二
千
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
▽

小
学
／
野
付
ス
ケ
ー
ト
少
年
団
▽

中
学
・
高
校
・
一
般
／
別
海
白
鳥

Ａ
（
中
学
男
子
）

〔
女
子
〕
◆
五
百
メ
ー
ト
ル
▽
小
一

Ａ
／
山
口
真
夏
▽
小
二
Ａ
／
太
田

直
美
（
新
）
▽
小
二
Ｂ
／
立
澤
未

尋
（
新
）
▽
小
三
Ａ
／
小
出
未
来

▽
小
三
Ｂ
／
奥
山
麻
美
▽
小
四
Ａ

／
石
川
陽
向
子
（
新
）
▽
小
四
Ｂ

／
竹
中
麻
里
奈
▽
小
五
Ａ
／
落
合

優
希
▽
小
五
Ｂ
／
増
岡
晴
名（
新
）

▽
小
六
Ａ
／
福
岡
み
な
み
▽
小
六

Ｂ
／
奥
山
沙
織
（
新
）
▽
中
学
／

宮
越
奈
帆
（
新
）
◆
千
メ
ー
ト
ル

▽
小
一
Ａ
／
山
口
真
夏
▽
小
二
Ａ

／
太
田
直
美
（
新
）
▽
小
三
Ａ
／

小
出
未
来
▽
小
四
Ａ
／
石
川
陽
向

子
（
新
）
▽
小
四
Ｂ
／
竹
中
麻
里

奈
▽
小
五
Ａ
／
落
合
優
希
▽
小
六

Ａ
／
高
橋
真
穂
▽
小
六
Ｂ
／
荒
千

尋
▽
中
学
／
宮
越
奈
帆
（
新
）
◆

三
千
メ
ー
ト
ル
▽
中
学
／
川
崎
み

な
み
◆
二
千
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
▽

小
学
／
別
海
白
鳥

十
五
人
が

全
国
中
学
ス
ケ
ー
ト
大
会
へ
出
場

第32回別海町町民スケート大会
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サークル紹介
図書館で活動しているサークルを

紹介します。
【読書サークル東雲】
活動開始年…昭和53年

会員数…10名（代表・村岡洋美）
活動内容／毎月１回の読書会
のほか、毎年１～２回古本市
を開催し、その収益金で購入
した本を図書館に寄贈してい
ます。

図書館で読める雑誌
【月刊誌】
道新Today、月刊新根室、じゃらん、おしゃれ工房、

今日の料理、ESSE、ミセス、レディブティック、CREA、
文芸春秋、中央公論、小説新潮、JTB時刻表、蛍雪時
代、レコード芸術、芸術新潮、きょうの健康、趣味
の園芸、スクリーン、ランナーズ、日経マネー、MORE、
歴史読本、MOE、わたしの赤ちゃん、キルトジャパ
ン、ニュートン、月刊自家用車、モーターサイクリ
スト、BE－PAL、家庭画報、暮しと健康、主婦の友、

ダ・ヴィンチ、花時間、ビデオサロン、北海道のつ
り、アサヒカメラ、ＪＪ、いきいき、ジオ・ワール
ド、ActiveEnglish、近代将棋、相撲、月刊ピアノ、
HIRAGANA  TIMES、ピコロ、オール読物、ミセス
リビング、HomeＰＣ、日経ＰＣ、日経クリック

【旬刊誌】
Nomber、クロワッサン、婦人公論、non・no、サ

ライ、モノマガジン

【週刊誌】
週刊朝日、サンデー毎日、週刊文春、週刊新潮、

NEWSWEEK（日本版、英語版）、週刊金曜日、週刊
アスキー

【その他】
美しい部屋、暮しの手帖、キルトジャパン

【酪農関係雑誌】
現代農業、酪農ジャーナル、畜産の研究、デーリ

ィマン、デーリィジャパン、家畜診療、農家の友、
臨床獣医、JVM獣医畜産新報、養牛の友、HOARD

,
S

DAIRYMAN、Be  Healthy
※これらの雑誌は、最新号は館内閲覧、それ以外は
本と同様に貸出しいたします。

図書館
通信

未来の「いきいき」別海町は僕たちの手でY
小学生に町政や議会について知ってもらうとともに、子どもの視点

から将来の別海町を考えてもらうことを目的とした「別海町21世紀子
ども議会」が、１月15日c町議会議場で開かれ、佐野町長らに、自分
達の熱い思いを述べました。
この議会は町制施行30周年を記念し行われた事業で、町内12校から

24名の子ども議員が、昨年８月７日に議員章の交付を受け、「町民いき
いき笑顔」、「みんないきいき学校」、「地域いきいき美観」、「別海いき
いき活力」の４グループに分かれ、施設の見学など計４回の学習会を
開き、本議会に臨みました。（子ども議員の名前は下記の通り）

開会に先立ち佐野町長から、「皆さんの町づくりに対する気持
ちに、私たちも真剣にお応えしたい。この日の提案がどう生か
されるか関心を持ってほしい」と呼びかけ、望月哲也くん（豊
原小５年）が議長、水本望（中央小６年）が副議長と２人の司
会で議会はスタート。22名（２名は欠席）の子ども議員はそれ
ぞれの立場から思い思いの意見・要望を発表しました。
最後に、子ども議会を代表して議長の望月くんが、「未来の別

海町」と題した宣言文を読み、「自分たちも明るい別海町づくり
に協力する」と誓い合い、宣言文が佐野町長に手渡されました。
なお、子ども議員の一般質問や理事者の答弁は、３月１日発

行の「子ども議会だより」で詳しくご紹介いたします。

「町民いきいき笑顔」グループ�
坂下　貴宏（野 付 小 ６ 年）　林　亜由美（上春別小６年）�
高橋まどか（別 海 小 ６ 年）　永洞　　陵（別 海 小 ６ 年）�
木下　寿博（上風連小６年）　奥山　沙織（豊 原 小 ６ 年）�
久津呂純佳（上西春別小５年）　鈴木　三知（光 進 小 ６ 年）�

「みんないきいき学校」グループ�
水本　　望（中 央 小 ６ 年）　小杉　青空（光 進 小 ５ 年）�
望月　哲也（豊 原 小 ５ 年）　柴田　悠二（中 央 小 ６ 年）�
工藤　卓也（中春別小６年）　山本　駿介（中春別小６年）�

「地域いきいき美観」グループ�
武藤　美晴（上風連小５年）　高橋　真穂（野 付 小 ６ 年）�
林　美菜子（美 原 小 ５ 年）　小山慎太郎（中西別小６年）�
藤田　康仁（上春別小６年）�

「別海いきいき活力」グループ�
宗像　卓朗（美 原 小 ６ 年）　小川　雄汰（西春別小５年）�
尾亦　世生（中西別小６年）　佐々木智義（西春別小５年）�
二瓶　康幸（上西春別小６年）�



たく  み�

林　　拓己くん�
（誠）�

　井　りおちゃん�
（清和）�

大平　　光くん�
（伸志）�

ひかる�

けい  ご�

長谷部啓伍くん�
（正）�

チ� ビ� ッ� コ�

※1月9日　町民保健センターで撮影　（　）内は保護者名�

６ヵ月健診－�

8

２月診療案内�
町立別海病院�

2

問い合わせ�
町立別海病院事務課総務担当  15-2311（内線201）  

　　　　　小児神経外来�

２月15日f�

　　担当医師　札幌医大　舘　　延忠助教授�

�

　　　　　耳 鼻 咽 喉 科�

２月12日c午前・午後�

　　　担当医師　札幌医大　郷　　　充医師�

２月25日b～２月26日c午前�

　　　担当医師　札幌医大　坪田　　大医師�

�

　　　　　脳 神 経 外 科�

２月20日d午前�

担当医師　道小児センター　高橋　義男医師�

�

　　　　　皮　　膚　　科�

２月７日e～２月８日f午前�

　　　担当医師　札幌医大　近藤　靖児医師�

２月21日e～２月22日f午前         �

　　　担当医師　札幌医大　米田　明弘医師�

�

　　　　　外科・整形外科�

　外科診療は毎日、午前のみ診療しています。�

整形外科診療は毎日、午後のみ診療していま�

す。薬は、診療時だけしか処方せんが出ませ�

んので注意願います。�

�

　　　 携帯電話の使用について�

　携帯電話は、病院内の医用電気機器に影響�

を及ぼす場合がありますので、病院内では電�

源を切ってください。�



せい  き  

阿部　世紀くん�
（順）�

とら  の  すけ�

藤岡虎之将くん�
（智一）�

あや�ひ　な�

栗崎　　彩ちゃん�
（昌幸）�

目黒　緋奈ちゃん�
（雅明）�

りき�

柏葉　　力くん�
（公緒）�

ま　さ　き�

島崎真沙希ちゃん�
（敏勝）�

のど  か  

加藤　和華ちゃん�
（和樹）�

－１歳６

9 2

３月の保健業務予定�

問い合わせ／町民保健センター（15-0359）�

日�曜日� 予定内容� 場　　所� 時　　間�

4�

5�

〃�

7�

12�

〃�

13�

19�

25�

26�

27�

28�

〃�

月�

火�

〃�

木�

火�

〃�

水�

火�

月�

火�

水�

木�

〃�

10：00～14：30�

10：00～12：00�

10：00～14：00�

12：30～13：00�

10：00～12：00�

12：30～13：00�

10：00～11：30�

12：30～13：00�

９：30～11：00�

10：00～11：30�

９：30～11：00�

９：30～11：30�
13：00～15：30�

12：30～13：00

町民保健センター�

母子健康センター�

西春別ふれあいセンター�

町 立 別 海 病 院�

母子健康センター�

町民保健センター�

町民保健センター�

町民保健センター�

中 西 別 福 祉 館 �

母子健康センター�

尾岱沼地域センター�

町民保健センター�

町 立 別 海 病 院�

乳 幼 児 相 談�

母 親 教 室�

乳 幼 児 相 談�

４ ヵ 月 健 診�

母 親 教 室�

１ 才 半 健 診�

1才3ヵ月歯磨き教室�

３ 才 児 健 診�

フ ッ 素 塗 布 �

母 親 教 室�

フ ッ 素 塗 布 �

フ ッ 素 塗 布 �

４ ヵ 月 健 診�
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特
定
疾
患
等
患
者
に
対
す
る

通
院
交
通
費
の
助
成
に
つ
い
て

特
定
疾
患
等
患
者
に
対
す
る
通
院
交

通
費
助
成
の
申
請
を
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
の
で
、
お
早
め
に
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

○
対
象
者
／
特
定
疾
患
等
患
者
、
重
度

心
身
障
害
者
医
療
費
受
給
患
者
、
精
神

障
害
者
（
通
院
認
定
者
）、
以
上
の
方

の
介
護
者

○
助
成
対
象
期
間
／
申
請
月
の
一
年
前

か
ら
と
し
ま
す
。

○
助
成
額
／
通
院
距
離
に
応
じ
て
算
出

し
ま
す
。

○
申
請
期
限
／
三
月
十
八
日
（
月
）

問
い
合
わ
せ
／
医
療
給
付
担
当

（
内
線
１
２
１
８
）

所
得
税
の
確
定
申
告
に
つ
い
て

所
得
税
の
確
定
申
告
の
受
付
が
二
月

十
八
日
（
月
）
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

本
年
か
ら
所
得
税
の
確
定
申
告
書
が

新
し
く
な
り
ま
し
た
。「
確
定
申
告
の

手
引
き
」
を
参
考
に
丁
寧
に
ご
記
入
い

た
だ
く
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。な

お
、
会
場
に
お
越
し
の
際
に
は
、

印
鑑
、前
年
の
確
定
申
告
書
等
の
控
え
、

使
い
慣
れ
た
「
計
算
器
具
」
や
「
筆
記

具
」
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
納
税
に
は
振
替
納
税
を
、
還

付
金
の
受
取
に
は
口
座
振
込
の
利
用
を

お
勧
め
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

・
根
室
税
務
署

（
1
０
１
５
３
２
―
３
―
３
２
６
１
）

・
役
場
税
務
課
住
民
税
担
当

（
内
線
１
１
１
１
・
１
１
１
２
）

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧

及
び
路
線
価
図
の
公
開
に
つ
い
て

平
成
十
四
年
度
・
固
定
資
産
税
の
課

税
に
あ
た
り
、
次
に
よ
り
課
税
台
帳
を

関
係
者
の
縦
覧
に
供
し
ま
す
。
こ
の
期

間
中
に
ご
自
分
の
資
産
に
対
す
る
課
税

内
容
を
確
認
し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
課
税
台
帳
の
縦
覧
に
併
せ
て

土
地
評
価
に
用
い
る
路
線
価
図
を
公
開

い
た
し
ま
す
。

○
期
間
／
三
月
一
日
（
金
）
〜
三
月
二

十
日
（
水
）
ま
で
（
土
・
日
・
祝
日
を

除
き
ま
す
）

○
時
間
／
午
前
九
時
〜
午
後
五
時
ま
で

○
場
所
／
役
場
・
総
務
部
税
務
課

※
次
の
日
時
に
よ
り
支
所
、
出
張
所
に

お
い
て
も
縦
覧
で
き
ま
す
（
該
当
地
域

の
方
の
み
で
す
）

○
日
時
／
三
月
十
一
日
（
月
）
〜
十
二

日
（
火
）

午
前
十
時
〜
午
後
四
時
ま

で〈縦
覧
で
き
る
人
〉

納
税
義
務
者
及
び
そ
の
代
理
人
又
は

納
税
管
理
人
（
代
理
人
は
納
税
義
務
者

の
委
任
状
が
必
要
で
す
）

〈
不
服
審
査
の
申
し
出
〉

課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
価
格
に
つ

い
て
不
服
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、

縦
覧
期
間
の
初
日
か
ら
納
税
通
知
書
の

交
付
を
受
け
た
日
後
三
十
日
以
内
に
文

書
に
よ
り
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
に
審
査
の
申
し
出
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

〈
路
線
価
図
の
公
開
〉

平
成
十
二
年
度
の
土
地
評
価
替
え
に

関
す
る
市
街
地
の
路
線
価
図
を
公
開
い

た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
税
務
課
資
産
税
担
当

（
内
線
１
１
１
３
）

平
成
十
四
年
度
の

「
別
海
町
生
涯
学
習
大
学
」

希
望
講
座
の
募
集
に
つ
い
て

あ
な
た
の
聴
い
て
み
た
い
こ
と
、
学

び
た
い
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
メ
デ
ィ
ア
推
進
室
で
は
毎

年
度
「
生
涯
学
習
大
学
」
を
開
設
し
て

い
ま
す
が
、
平
成
十
四
年
度
の
開
校
に

向
け
広
く
皆
様
の
ご
意
見
や
ご
要
望
な

ど
を
お
う
か
が
い
し
ま
す
。
日
ご
ろ
思

っ
て
い
る
「
学
ん
で
み
た
い
」「
教
え

て
み
た
い
」
…
な
ど
の
意
見
を
、
取
り

入
れ
講
座
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ご

要
望
な
ど
下
記
担
当
へ
お
気
軽
に
ど
う

ぞ
。

問
い
合
わ
せ
／
生
涯
学
習
メ
デ
ィ
ア
推

進
室
（
内
線
２
５
１
１
）
・
メ
ー
ル
／

m
-m
atum
oto@

betsukai.gr.jp

森
林
計
画
制
度
が
変
わ
り
ま
す

森
林
は
、
国
土
保
全
・
水
源
か
ん

養
・
木
材
生
産
な
ど
様
々
な
機
能
を
有

し
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
高
度
に
発
揮
さ

れ
る
よ
う
整
備
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で

す
。こ

の
た
め
、
今
ま
で
の
木
材
生
産
重

視
の
政
策
か
ら
森
林
の
持
つ
様
々
な
機

能
を
高
度
に
発
揮
さ
せ
る
政
策
に
転
換

し
、
森
林
を
①
水
土
保
全
林
②
森
林
と

人
と
の
共
生
林
③
資
源
循
環
利
用
林
の

三
区
分
に
分
け
て
、
望
ま
し
い
姿
に
誘

導
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
三

区
分
に
つ
て
い
は
、
市
町
村
が
作
成
す

る
計
画
の
中
で
位
置
づ
け
ら
れ
ま
す
。

別
海
町
森
林
整
備
計
画
の

公
告
・
縦
覧

別
海
町
森
林
整
備
計
画
を
策
定
す
る

に
あ
た
り
、
計
画
案
と
森
林
計
画
図
を

次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

◯
縦
覧
場
所
／
別
海
町
産
業
振
興
部
み

ど
り
環
境
課

◯
縦
覧
図
書
／
別
海
町
森
林
整
備
計
画

及
び
森
林
計
画
図

◯
縦
覧
期
間
／
二
月
五
日
（
火
）
〜
三

月
六
日
（
水
）

◯
意
見
の
申
し
立
て
／
森
林
計
画

（
案)

に
ご
意
見
の
あ
る
方
は
、
三
月
六

日
ま
で
に
意
見
書
の
内
容
を
記
載
し
た

書
面
に
住
所
、
氏
名
及
び
意
見
を
述
べ

る
理
由
を
添
え
て
町
長
に
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
郵
送
す
る
場
合
は
三
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月
六
日
必
着
と
し
ま
す
。

◯
提
出
先
／
〒
０
８
６
―
０
２
０
５

別
海
町
別
海
常
盤
町
２
８
０
番
地
　
別

海
町
役
場
産
業
振
興
部
み
ど
り
環
境
課

問
い
合
わ
せ
／
み
ど
り
環
境
課

（
内
線
２
６
１
１
）

農
地
等
の
転
用
許
可
に
つ
い
て

農
地
等
に
住
宅
や
農
業
用
施
設
（
二

百
g
以
上
）
を
建
て
る
な
ど
農
地
等
以

外
に
転
用
す
る
際
に
は
許
可
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

も
し
、
許
可
を
受
け
ず
に
転
用
を
行

う
と
農
地
法
違
反
に
な
り
、
工
事
の
中

止
、
原
状
回
復
な
ど
を
命
じ
ら
れ
る
事

が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
に
従
わ
な
い
場
合
は
、

三
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
三
百
万
円
以

下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
農
業
委
員
会
事
務
局
農

地
調
整
担
当
　
　
　（
内
線
１
８
１
５
）

巡
回
児
童
相
談
の
お
知
ら
せ

釧
路
児
童
相
談
所
に
よ
る
巡
回
児
童

相
談
が
次
の
日
程
で
実
施
さ
れ
ま
す
の

で
、
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に

お
申
し
込
下
さ
い
。

○
日
時
／
三
月
十
三
日
（
水
）
午
前
十

一
時
〜
午
後
五
時
・
三
月
十
四
日（
木
）

午
前
九
時
〜
午
後
三
時
十
五
分

○
場
所
／
町
民
保
健
セ
ン
タ
ー

○
内
容
／
十
八
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
の

心
や
体
に
関
す
る
こ
と
、
家
庭
や
学
校

で
の
問
題
に
つ
い
て
の
相
談
、判
定
等
。

○
締
切
り
／
二
月
二
十
八
日
（
木
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉

担
当
（
内
線
１
３
１
２
）
又
は
町
民
保

健
セ
ン
タ
ー
母
子
保
健
担
当

（
1
５
―
０
３
５
９
）

町
民
交
通
傷
害
保
険
制
度
の

廃
止
に
つ
い
て

交
通
傷
害
保
険
は
交
通
事
故
に
よ
り

障
害
を
受
け
た
人
の
救
済
を
す
る
目
的

で
昭
和
四
十
六
年
か
ら
全
世
帯
へ
の
加

入
促
進
を
図
り
な
が
ら
行
な
っ
て
来
ま

し
た
が
、
最
近
は
民
間
の
保
険
等
も
良

い
制
度
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
現

在
の
当
保
険
制
度
は
町
民
の
意
識
に
そ

ぐ
わ
な
い
面
も
あ
る
と
考
え
、
加
入
さ

れ
る
方
も
少
数
（
加
入
率
十
一
％
）
の

た
め
平
成
十
四
年
三
月
三
十
一
日
を
以

て
こ
の
制
度
の
加
入
受
付
を
廃
止
す
る

こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

な
お
、
平
成
十
三
年
十
月
一
日
か
ら

加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
有
効
期
間
が
平

成
十
四
年
九
月
三
十
日
ま
で
と
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
障
害
を
受
け
た
方
は
対

象
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
交
通
防
犯
担
当

（
内
線
１
２
１
４
）

「
ど
ん
ぐ
り
の
こ
こ
ろ
展
」

柏
の
実
学
園
利
用
者
が
制
作
し
た
作

品
の
展
示
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。陶

芸
や
手
工
芸
品
な
ど
、
利
用
者
が

一
生
懸
命
に
心
を
こ
め
て
作
っ
た
芸
術

作
品
を
ご
覧
下
さ
い
。

○
日
時
／
三
月
五
日
（
火
）
〜
三
月
十

五
日
（
金
）（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

○
場
所
／
大
地
み
ら
い
信
金
別
海
支
店

問
い
合
わ
せ
／
柏
の
実
学
園

（
1
９
―
５
１
１
１
）

東
京
・
別
海
ふ
る
さ
と
会

参
加
者
募
集

東
京
都
内
と
そ
の
近
郊
に
は
、
二
百

八
十
名
あ
ま
り
の
「
東
京
・
別
海
ふ
る

さ
と
会
」
の
会
員
が
お
り
ま
す
。
東
京

で
幅
広
く
交
流
を
図
り
ま
せ
ん
か
。

○
期
日
／
三
月
二
十
九
日
（
金
）
〜
三

十
一
日
（
日
）

○
交
通
機
関
／
航
空
機
利
用
（
中
標
津

〜
羽
田
）

○
費
用
／
一
人
六
万
円
程
度
（
交
流
会

費
八
千
円
含
む
）

○
定
員
／
四
十
名
（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
）

○
会
場
／
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
（
三

十
日
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
）

○
締
切
／
二
月
二
十
八
日
（
木
）

○
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／
商
工
観
光
課
　

（
内
線
１
６
１
２
）

会場／尾岱沼白鳥台特設会場�

内容／四角い太陽撮影、白鳥鑑賞、郷�
　　　土味覚市、ホタテ浜値で販売（半�
　　　額）、ホットミルク無料配布、体�
　　　験馬そり、大漁引き、大ビンゴ�
　　　大会、�

　問い合わせ／商工観光担当（1613）�

会場／別海町多目的広場（交流館ぷらと前）�

内容／焼き肉パーティー、紅白ものま�
　　　ね歌合戦、小雪像、３人でトラ�
　　　イアスロン、雪中ミニ綱引き雪�
　　　上パークゴルフホールインワン�
　　　チャレンジ、大抽選会など�

会場／コミュニティーセンター周辺�
コース／５㎞・10㎞�
参加料／中学生以下　1,000円�
　　　　高校生以上　1,500円�
受　付／午前８時45分～（当日申込可）�
申し込み・問い合わせ／�
　　事務局　笠原　  正（1５－2413）�

午前10時～午後２時�

�

第34回元祖白鳥まつり�第34回元祖白鳥まつり�
2/10O 午前6時～�

花火�
�

ふゆとぴあin�
BETSUKAI
ふゆとぴあin�
BETSUKAI

2/16U
午前10時～�

2/17O
午前10時スタート�

第11回歩くスキー�
フェスティバル�
第11回歩くスキー�
フェスティバル�
2/17O
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おめでた・おくやみ�
（12月１日から12月31日届出分まで）�

　　　　　　　　お誕生おめでとう�

　　　　　　　　　　　 （保護者）�

　u所　虎太郎ちゃん（男）勝　弘（美　　　原）�

　u五月女未郁ちゃん（女）明　彦（本　　　別）�

　u国安　結里ちゃん（女）幸　一（別　　　海）�

　u上川床和真ちゃん（男）真　幸（西　春　別）�

　u麻郷地優希ちゃん（女）　聡　（別　　　海）�

　u杉谷　青空ちゃん（男）智　宏（西　春　別）�

　u上田　泰陽ちゃん（男）泰　治（豊　　　原）�

　u方波見幸也ちゃん（男）博　美（尾　岱　沼）�

　u篠原　有花ちゃん（女）秋　彦（中　春　別）�

　u田中　蓮太ちゃん（男）和　史（別　　　海）�

　u斉藤　　聖ちゃん（男）雅　人（中　西　別）�

　u笹原　大暉ちゃん（男）伸　夫（中　春　別）�

　u鹿股日代里ちゃん（女）博　樹（泉　　　川）�

　u鹿股久瑠美ちゃん（女）博　樹（泉　　　川）�

　　　　　　　　ご結婚おめでとう�

　u佐藤　千秋・藤井あかねさん　（上　春　別）�

　u篠田　　卓・下地　恵美さん　（中　春　別）�

　u品堀　　修・小寺奈菜子さん　（奥　　　行）�

　u臼杵　秀知・中畑　里加さん　（別　　　海）�

　　　　　　　　お悔やみ申し上げます�

　s鹿又　　江さん　（５２歳）　（大　　　成）�

　s田口　リワさん　（９１歳）　（豊　　　原）�

　s長谷川利三さん　（６２歳）　（西　春　別）�

　s小貫　琴子さん　（７７歳）　（床　　　丹）�

　s松壽　　勇さん　（８２歳）　（西春別駅前）�

　s伊　　艶子さん　（６５歳）　（西春別駅前）�

　s中鉢　イツさん　（１０４歳）　（別　　　海）�

　s藤井ハツヱさん　（８５歳）　（別　　　海）�

　s松田　敬子さん　（６８歳）　（別　　　海）�

　s小林ナミ子さん　（８６歳）　（本　　　別）�

郵
便
局
の
ミ
ニ
レ
タ
ー

町の鳥　ハクチョウ�

学
資
金
準
備
に
学
資
保
険
を

学
資
保
険
は
お
子
様
の
高
校
や
大
学

入
学
の
た
め
の
学
資
金
準
備
に
最
適
の

保
険
で
す
。
契
約
者
が
死
亡
等
さ
れ
た

と
き
は
、
そ
の
後
の
保
険
料
の
払
込
み

は
不
要
と
な
り
、
保
障
は
継
続
し
ま
す
。

十
五
歳
満
期
と
十
八
歳
満
期
が
あ
り
、

満
期
に
な
っ
た
と
き
、
ま
た
保
険
期
間

内
に
お
子
さ
ま
が
死
亡
さ
れ
た
と
き
に

保
険
金
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

書
き
損
じ
た

は
が
き
の
交
換
に
つ
い
て

書
き
損
じ
た
官
製
は
が
き
や
郵
便
書

簡
、
ご
不
要
に
な
っ
た
郵
便
切
手
は
、

所
定
の
手
数
料
を
お
支
払
い
い
た
だ
け

れ
ば
、
郵
便
局
で
新
し
い
も
の
と
交
換

で
き
ま
す
。
ま
た
、
高
額
の
切
手
を
定

額
の
切
手
と
交
換
し
た
り
、
切
手
を
官

製
は
が
き
と
交
換
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

お
年
玉
当
せ
ん
番
号
の
お
知
ら
せ

屋
根
か
ら
の
落
氷
雪
に
よ
る

危
険
防
止
の
お
願
い

冬
期
間
の
道
路
の
通
行
を
円
滑
に
し
、

事
故
を
無
く
す
た
め
次
の
こ
と
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

○
マ
イ
ナ
ス
三
度
か
ら
プ
ラ
ス
三
度
位

に
な
っ
た
と
き
が
一
番
落
ち
や
す
い
状

態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
早
め
に
雪
を
屋

根
か
ら
下
ろ
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

○
屋
根
か
ら
雪
が
落
ち
た
と
き
は
、
歩

行
者
の
通
行
の
支
障
と
な
ら
な
い
よ
う
、

す
み
や
か
に
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

○
屋
根
か
ら
落
ち
た
雪
、
家
屋
敷
地
内

の
雪
を
道
路
に
出
す
と
、
歩
行
者
や
車

の
運
行
に
支
障
と
な
り
ま
す
の
で
、
出

さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

職　　　種／預託牛の管理業務
募 集 人 員／10名程度（家畜飼養経験のある方）
賃　　　金／日額　9,000円（最低保障）
特 別 手 当／約１ヵ月分（12月支給）
雇 用 期 間／平成14年4月中旬～平成14年12月中旬
提 出 書 類／履歴書・住民票
提 出 期 限／３月22日f

提　出　先／産業振興部 農政課 酪農畜産担当
面 接 日 時／４月５日f 午前10時～（予定）
面 接 場 所／別海町役場 会議室
問い合わせ／酪農畜産担当（内線1415）

別海町営畜牛育成牧場
臨時作業員の募集

当せん番号�

１等�

２等�

３等�

４等�

284482
706000
03555
4551
6394

43・54・58

下5�
けた�

下4けた�

下2けた�

（注）当せん番号は各組共通�
引換期間�
平成14年１月15日～�
　　　　平成14年７月16日�
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◆
今
年
の
冬
は
、
雪
も
少
な
く
お
だ
や

か
な
日
々
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
先

日
の
大
雪
に
は
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
除
雪
作
業
に
は
大
変
苦
労
し
た

こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
雪
も
寒
さ
も
こ

れ
か
ら
が
本
番
で
す
。
外
出
す
る
際
に

は
、
厚
着
を
し
て
風
邪
を
ひ
か
ぬ
よ
う

に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
▽
受
験
生

の
皆
さ
ん
は
、
毎
日
遅
い
時
間
ま
で
受

験
勉
強
で
疲
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
が
、
最
後
の
追
い
込
み
で
す
。
体
調

に
は
十
分
気
を
つ
け
て
最
後
ま
で
頑
張

っ
て
く
だ
さ
い
。
▽
二
月
八
日
か
ら
始

ま
る
ソ
ル
ト
レ
ー
ク
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

は
、
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
や
ジ
ャ
ン
プ

な
ど
各
競
技
で
の
金
メ
ダ
ル
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。
一
個
で
も
多
く
の
メ
ダ

ル
を
獲
得
で
き
る
よ
う
に
皆
さ
ん
で
応

援
し
ま
し
ょ
う
。
日
本
選
手
の
健
闘
を

祈
り
ま
す
。

（
Ｋ
）

◆
別
海
町
の
成
人
式
は
何
事
も
な
く
、

静
か
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
別

海
の
成
人
は
道
徳
が
あ
る
と
感
じ
た
。

し
か
し
一
つ
、
気
に
な
る
場
面
が
あ
っ

た
。
そ
れ
は
私
た
ち
も
そ
う
だ
っ
た
か

も
し
れ
な
い
が
、
い
わ
ゆ
る
『
連
れ
○

○
○
』。
学
生
の
頃
、
何
か
す
る
と
き

は
皆
で
行
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
安

心
感
が
あ
っ
た
。
悪
い
こ
と
を
し
て
も

皆
が
悪
い
。
自
分
だ
け
じ
ゃ
な
い
。
責

任
逃
れ
も
少
々
あ
る
。
大
人
に
な
っ
た

ら
、
自
分
で
行
動
す
る
事
を
覚
え
て
ほ

し
い
。
そ
し
て
そ
れ
に
責
任
を
持
っ
て

ほ
し
い
。
勇
気
を
出
し
て
ほ
し
い
。
も

ち
ろ
ん
悪
い
こ
と
に
で
は
な
い
。
今
ま

で
は
親
の
責
任
。
こ
れ
か
ら
は
、
自
分

で
責
任
を
と
る
こ
と
。
成
人
式
で
皆
、

誓
い
の
言
葉
を
述
べ
た
の
だ
か
ら
。

（
た
く
）

国�民�年�金�

ス
ピ
ー

ド

ダ
ウ
ン

シ

ー

ト
ベル
ト

「毎月15日は、道民交通安全の日です」�

広げよう�
ゆとりと視野と車間距離�

別海町の交通事故発生状況�
発生４件、死者０名、傷者４名�

前年同期比   （＋１）　　　  （±０）　    　（＋１）　　 　�

（平成14年１月１日～１月24日）�

○国民年金保険料は、忘れず、キチンと納付
しましょう。
国民年金は、日本に住所のある20歳以上60歳未満

のすべての方が加入し、全国民共通の基礎年金を給
付することを目的とした制度です。また、国民年金
には老後のための年金だけでなく、病気やけがなど
で障害の状態になったときに支給される障害基礎年
金、一家の働き手が亡くなったとき、残された家族
に支給される遺族基礎年金がありますが、これらの
年金を受けるためには一定の納付要件を満たしてい
ることが必要ですので、万が一の場合に備えるため
にも、保険料は忘れず、キチンと納付しましょう。

○国民年金保険料の納付方法が変わります。
平成14年４月から、町で取り扱っている国民年金

保険料は、国（社会保険事務所）で直接取り扱うこ
ととなり、納付先も町ではなく国となります。現在、
国民年金保険料は町から発行された納付書で納付し
ていただいておりますが、平成14年４月からは、国
から発行される納付書により納付していただくこと
になります。

社会保険事務相談所開設日
○日時／３月19日c 13時～17時
○会場／中標津経済センター
問い合わせ／国民年金担当（内線1225）

☆国民年金保険料の納付は、
安心・便利・確実な口座振替・自動払込でY

町の鳥　ハクチョウ�

寄
　
付

・
別
海
町

▽
小
野
寺
信
三
さ
ん
（
伊
達
市
）

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
清
翠
園

▽
中
島
電
器
商
会
（
別
海
旭
町
）
▽
安

部
新
一
さ
ん
（
別
海
常
盤
町
）
▽
長
命

ク
ラ
ブ
（
西
春
別
駅
前
西
町
）
▽
㈱
別

海
・
別
海
貨
物
（
中
春
別
）
▽
富
田
久

子
さ
ん
（
西
春
別
）
▽
松
田
靖
郎
さ
ん

（
別
海
）

・
社
会
福
祉
協
議
会

▽
田
口
英
治
さ
ん
（
豊
原
）
▽
小
貫
仁

さ
ん
（
床
丹
）
▽
鹿
又
正
則
さ
ん
（
大

成
）
▽
上
出
英
子
さ
ん
（
泉
川
）
▽
鈴

木
充
さ
ん
（
上
春
別
）
▽
Ｊ
Ａ
計
根
別

女
性
部
（
計
根
別
）
▽
Ｊ
Ａ
計
根
別
女

性
部
フ
レ
ッ
シ
ユ
ミ
ズ
（
計
根
別
）
▽

松
田
靖
郎
さ
ん
（
別
海
）
▽
松
壽
ト
ミ

さ
ん
（
西
春
別
駅
前
曙
町
）
▽
北
山
昭

男
さ
ん
（
中
標
津
町
）
▽
松
原
曜
子
さ

ん
（
大
成
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

訂
正
と
お
詫
び

一
月
号
の
「
民
生
児
童
福
祉
委
員
の

紹
介
」
で
、
木
嶋
扶
佐
子●

さ
ん
は
、
木

嶋
扶
佐
美●

さ
ん
の
誤
り
で
す
。
訂
正
し

て
お
詫
び
い
た
し
ま
す

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
の

訂
正
と
お
詫
び

先
月
お
届
け
い
た
し
ま
し
た
社
協
だ

よ
り
「
ふ
れ
あ
い
№
65
」
に
記
載
い
た

し
ま
し
た
社
協
会
員
会
費
収
納
状
況
の

中
で
、
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
訂
正

し
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

誤
黄
金
地
区
会
17
戸
一
七
、〇
〇
〇
円

正
黄
金
地
区
会
20
戸
二
○
、〇
〇
〇
円

追
記開

進
地
区
会
17
戸
一
七
、〇
〇
〇
円

合
計
　
4,035
戸
　
三
、七
七
八
、〇
〇
〇
円
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こ
の
広
報
紙
に
は
森
林
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
�

（　）は前月比�


